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農に生きる

気
が
抜
け
ま
せ
ん
が
、
村
田
町

の
特
産
品
で
あ
る
「
そ
ら
豆
」

を
栽
培
し
て
い
る
と
い
う
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

夏
秋
き
ゅ
う
り
栽
培
で
は
、

６
月
末
か
ら
９
月
ま
で
の
約

２
ヶ
月
半
と
い
う
長
期
間
に

わ
た
っ
て
収
穫
で
き
る
よ
う

品
種
や
播
種
時
期
を
調
節
し
、

出
荷
規
格
を
遵
守
す
る
よ
う

懸
命
に
朝
夕
の
収
穫
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
ら
豆
、
夏
秋
き
ゅ

う
り
の
両
部
会
に
所
属
し
、
部

会
員
同
士
で
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
安
全
・
安
心
で
高
品

質
な
農
産
物
生
産
を
目
指
し
、

部
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

私
が
農
業
を
通
じ
て
一
番

や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
、
自

分
が
目
標
に
掲
げ
て
い
た
収

量
に
達
し
、
満
足
の
い
く
良
質

な
農
作
物
が
収
穫
で
き
た
時
、

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
喜

び
を
感
じ
ま
す
。
少
し
で
も

目
標
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、

年
間
の
栽
培
記
録
を
手
帳
に

残
し
、
反
省
点
を
活
か
し
な

が
ら
次
年
度
に
繋
が
る
よ
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
徹
底

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
更
な
る
収
量
向
上

に
努
め
、
美
味
し
い
農
産
物

生
産
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈村田町小泉〉

高
た か は し

橋 光
み つ

男
お

  さん
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わたしたちのJA

正組合員数 20,135人 戸　　　数 15,167戸
准組合員数 11,125人 戸　　　数 8,840戸
合　　　計 31,260人 戸　　　数 24,007戸
職　員　数 378人（准職員含む）
出　資　金 43億 817万円
貯　　　金 1,149億 375万円
貸　出　金 339億 5,599万円
販売品販売高 64億 9,925万円
購買品供給高 38億 2,244万円
長期共済保有高 7,645億 7,455万円

平成26年１月末日現在

理事会・監事会・農家組合運営協議会だより
第12回理事会　平成26年１月23日㈭
議事
・平成26年度基本方針・事業方針の設定について
・平成26年度経営基準の設定について
・投信窓販にかかる規程類の制定並びに一部改正につい
て
・経営組織機構の一部変更について
・固定資産の取得及び処分について
・固定資産の取得について
・第７回ＪＡみやぎ仙南役員選任実施要領について
・役員賠償責任保険の継続加入について
・大口貸出金について
・大口貸出金の条件変更について
・利益相反契約の締結について
・農林中央金庫の資本政策に係る新たな劣後ロ-ンへの
貸付（借り替え等）について
・「角田市農業の館」指定管理の受託について
・柴田町農業委員会委員の推薦について
第11回監事会　平成26年1月23日㈭
議事
・平成25年度外部確認監査の実施について
・平成25年産米保管状況確認監査の実施について
第5回農家組合運営協議会　平成26年1月30日㈭
議事・報告
・平成25年度12月末事業実績について
・第16回ＪＡみやぎ仙南フェスティバルの報告について
・第１回営農座談会の報告について
・第７回ＪＡみやぎ仙南役員選任について
・第11回（平成25年度）地区懇談会について
・第６期総代研修会について
・平成25年産水稲の刈取り状況並びに集荷状況について
・貯金・貸出金・定期積金残高速報について
・長期共済新契約実績検討表について

農
に生
き
る

努
力
を
惜
し
ま
ず
誇
れ
る
農
産
物
を

我
が
家
で
は
、
そ
ら
豆
、
夏

秋
き
ゅ
う
り
を
主
体
に
水
稲
、

里
芋
、
青
菜
栽
培
に
取
り
組

み
、
特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

私
が
農
作
物
を
栽
培
す
る

上
で
、
特
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
こ
と
は
「
土
作
り
」
で
す
。

土
壌
に
含
ま
れ
る
pH
値
︵
ペ
ー

ハ
ー
︶
を
測
定
し
、
数
値
に
応

じ
て
堆
肥
を
導
入
す
る
な
ど
、

栽
培
に
最
適
な
土
作
り
に
取

り
組
み
、
１
年
の
農
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
ら
豆
栽
培
で
は
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
播
種
作
業
や

寒
冷
対
策
と
し
て
べ
た
が
け

資
材
を
被ひ

覆ふ
く

す
る
作
業
な
ど
、

６
月
の
収
穫
を
迎
え
る
ま
で
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【全体運】 気になるジャンルについて調べたり、挑戦したりする好機。経験者に話を聞くと参考に。グループレ
ジャーも◎

【健康運】働き過ぎに注意。しっかり休養を取って【幸運を呼ぶ食べ物】クレソン
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金
融
共
済
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
で
国
民
の
生
活
の
不
安
感
が
強
く
、
地
方
経
済

へ
の
波
及
の
不
透
明
感
も
あ
り
、
景
気
回
復
の
足
取
り

は
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の
続
発
な
ど
不

安
定
な
生
活
環
境
に
な
っ
て
お
り
、
組
合
員
や
利
用
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
が
課
題
と
も

言
え
ま
す
。

信
用
事
業
に
お
い
て
は
、
農
業
金
融
機
関
と
し
て
農

業
担
い
手
等
へ
の
つ
な
が
り
の
態
勢
を
図
る
と
と
も

に
、
農
業
・
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
発
揮
に
よ
る

取
引
基
盤
の
拡
充
に
努
め
、
地
域
金
融
対
応
力
の
強
化

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
組
合
員
・
組
合
員

家
族
を
中
心
と
し
た
深
耕
を
始
め
、
地
域
利
用
者
と
の

関
係
強
化
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
ま

い
り
ま
す
。

共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
契
約
内
容
の
多
様
化
が
進

み
、
従
来
の
保
障
型
か
ら
医
療
・
介
護
・
年
金
共
済
等

の
加
入
依
存
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
契
約
者

の
高
齢
化
等
に
よ
る
中
途
解
除
、
満
期
到
来
後
の
非
継

続
契
約
の
増
加
な
ど
、
共
済
契
約
保
有
保
障
高
の
減
少

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
共
済
既
加
入
世
帯
へ
の
３
Ｑ
訪
問
活
動

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
未
保
障
分
野
や
世
帯
内
未
加

入
者
へ
の
提
案
活
動
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
訪
問
活
動
に
向
け
た
普
及
体
制
を
構
築
し
、「
ひ

と
・
い
え
・
く
る
ま
」の
総
合
保
障
の
実
現
、
次
世
代
・

ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
獲
得
強
化
を
通
じ
て
安
定
的
な
普

及
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

普
及
部

１
．�

訪
問
活
動
の
展
開
に
よ
る
農
業
金
融
、
生
活
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

２
．�

利
用
者
世
帯
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
の
利
用
者

視
点
営
業
の
展
開

３
．�

３
Ｑ
訪
問
活
動
量
の
拡
大
と「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ

ク
」
の
向
上

４
．�「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
保
障
提
案
活
動
の

強
化

業
務
部

１
．�

農
業
資
金
等
の
施
策
に
併
せ
た
円
滑
な
新
設
と

提
案
対
応
の
強
化

２
．�

親
切
な
商
品
説
明
と
提
案
に
よ
る
窓
口
応
対
力

の
強
化
、
法
的
事
務
の
整
備

３
．�

事
務
処
理
の
迅
速
化
に
よ
る
適
正
な
引
受
・
査

定
審
査
の
徹
底
と
処
理
対
応

４
．�

利
用
者
満
足
の
確
立
に
向
け
た
窓
口
等
に
お
け

る
的
確
な
相
談
対
応
の
徹
底

平
成
26
年
度
は
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
初
年
度

に
あ
た
り
ま
す
。
農
業
、
組
織
、
地
域
、
Ｊ
Ａ
の
４
づ

く
り
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
教
育
文
化
活
動
は
、
協
同
組
合
運
動
を
担
う
人

づ
く
り
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
組
合

員
学
習
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
女
性
へ
の
支

援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
組
織
活
動
の
中
に
女
性

の
活
躍
の
場
を
積
極
的
に
設
け
る
と
と
も
に
女
性
に
よ

る
運
営
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
協
同
活
動
の
牽
引
者
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
の
高
齢
化
に
伴
い
相
続
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
か
ら
組
合
員
と
し
て

次
代
に
つ
な
げ
る
よ
う
相
続
相
談
機
能
を
充
実
し
て
い

き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南

サ
ー
ビ
ス
、
㈱
加
工
連
を
設
立
し
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
が
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
組
織
再
編
の
枠
組
み
の
中
で

事
業
の
効
率
化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
同
会
社
と

し
て
機
能
・
役
割
を
整
理
し
、
子
会
社
の
事
業
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
部

１
．�

青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
促
進
と
組
織
基
盤
の

拡
充

２
．�

支
所
を
拠
点
と
し
た
地
域
交
流
の
場
の
促
進
と

地
域
仲
間
づ
く
り
の
支
援

３
．�

遊
休
資
産
の
流
動
化
と
施
設
の
再
整
備

４
．�

家
の
光
三
誌
・
日
本
農
業
新
聞
の
普
及
拡
大

５
．�

総
合
事
業
機
能
を
発
揮
で
き
る
人
材
育
成

経
営
企
画
室

１
．�

第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
実
践
と
進
捗
管
理
の

徹
底

２
．�

地
区
別
・
事
業
別
採
算
性
の
検
証
と
労
働
生
産

性
向
上
に
よ
る
経
営
改
善
の
徹
底

３
．�

新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
対
応
に
向
け
た
自
己
資
本
の
充

実

４
．�

不
祥
事
再
発
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
の
強
化

５
．�

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー
プ
経
営
の
在
り
方
の

検
討

業
務
監
査
室

１
．�

事
業
効
率
と
不
祥
事
未
然
防
止
確
立
に
向
け
た

内
部
監
査
等
の
実
施

２
．�

子
会
社
監
査
部
門
と
連
携
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

内
部
監
査
の
強
化

３
．�

Ｊ
Ａ
監
事
・
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
監
査
の
実
施

柴
田
地
区
事
業
本
部

１
．�

第
五
次
中
期
経
営
計
画
に
即
し
た
事
業
展
開

２
．�

窓
口
営
業
力
の
強
化
に
よ
る
組
合
員
・
利
用
者

に
対
す
る
満
足
度
の
向
上

３
．�

地
区
事
業
本
部
を
拠
点
と
し
た
営
農
指
導
の
強

化
と
全
量
出
荷
の
誘
導

４
．�

組
織
力
を
発
揮
し
た
教
育
文
化
活
動
の
取
り
組

み
強
化

５
．�

新
規
組
合
員
加
入
運
動
の
展
開
に
よ
る
組
織
基

盤
の
拡
充

村
田
地
区
事
業
本
部

１
．�

行
政
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
農
業
振
興

と
農
政
対
応
強
化

２
．�

第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
を
基
軸
と
し
た
特
産
品

の
作
付
拡
大
と
技
術
指
導
の
充
実

３
．�

農
家
組
合･

青
年
部･

女
性
部
活
動
活
性
化
に
よ

る
組
織
基
盤
の
強
化

４
．�

明
る
い
窓
口
対
応
と
相
談
機
能
の
発
揮
に
よ
る

組
合
員
・
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
金
融
店
舗
づ

く
り

５
．�

渉
外
活
動
強
化
に
よ
る
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る

ま
」
の
提
案
型
共
済
普
及
活
動
の
実
践

川
崎
地
区
事
業
本
部

１
．�

組
合
員
の
健
康
増
進
対
策
の
強
化

２
．�

行
政
と
連
携
し
た
園
芸
重
点
作
物
と
良
質
米
作

付
の
推
進

３
．
食
農
教
育
活
動
を
通
じ
た
組
織
活
動
の
活
発
化

４
．�

出
向
く
体
制
の
強
化
と
支
店
・
営
農
く
ら
し
相

談
機
能
の
迅
速
化

５
．�

３
Ｑ
訪
問
活
動
に
よ
る
組
合
員
・
地
域
住
民
の

安
心
保
障
の
確
立

蔵
王
地
区
事
業
本
部

１
．�

行
政
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
米
政
策
に
対
す

る
適
正
指
導
の
実
施

２
．�

販
売
戦
略
の
再
構
築
に
基
づ
く
農
業
所
得
増
大

へ
の
指
導
強
化

３
．�

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
事
業
の
促
進
に
よ

る
地
域
農
業
基
盤
の
強
化

４
．�

将
来
を
見
据
え
た
「
食
」
と
「
農
」
の
重
要
性

を
強
調
し
た
食
農
教
育
活
動
の
実
践

５
．�

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
を
目
指
し
た
営

業
力
向
上
の
実
践

白
石
地
区
事
業
本
部

１
．�

地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の

取
り
組
み
強
化

２
．�

地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
職
員
教
育
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
相
談
機
能
の
充
実
強
化

３
．�

青
年
部
、
女
性
部
に
よ
る
管
内
学
校
の
食
農
教

育
へ
の
貢
献

４
．�

農
業
所
得
向
上
に
向
け
た
講
習
会
、
研
修
会
の

充
実
を
図
り
特
産
品
の
作
付
誘
導

５
．�

行
政
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
農
業
の
基
盤
確
立

へ
の
取
り
組
み

角
田
地
区
事
業
本
部

１
．�

新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
に
関
す
る
行
政
と
連

携
し
た
対
応

２
．�

青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
充
実
と
支
所
を
拠
点

と
し
た
組
織
・
営
農
・
く
ら
し
活
動
の
拡
充

３
．
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
園
芸
振
興
と
実
践

４
．�

支
店
窓
口
の
体
制
充
実
と
渉
外
活
動
を
軸
と
し

た
相
談
機
能
の
強
化

５
．�

３
Ｑ
訪
問
活
動
強
化
に
よ
る
「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
」
の
総
合
保
障
の
充
実

丸
森
地
区
事
業
本
部

１
．�

第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
持
続
可
能
な

農
業
の
確
立

２
．�

次
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化
に
よ
る
組
織
基

盤
の
確
保

３
．�

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
中
心
と
し
た
営
農
指
導
機
能
の

強
化

４
．�

農
業
資
金
の
需
要
拡
大
に
よ
る
金
融
対
応
力
の

強
化

５
．�

関
係
機
関
と
連
携
に
よ
る
新
た
な
農
業
・
農
村

政
策
へ
の
対
応

♦
重
点
目
標
♦

１
．�

農
業
資
金
の
積
極
的
な
提
案
に
よ
る
資
金

対
応
の
強
化

２
．�

普
及
体
制
の
構
築
に
よ
る
利
用
者
層
の
拡

大
促
進

３
．�

利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
成
果
が
見
え
る

窓
口
づ
く
り

４
．�

目
標
管
理
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
提
案
活

動

♦
重
点
目
標
♦

１
．�

次
代
へ
つ
な
ぐ
組
織
活
性
化
の
実
践

２
．�

教
育
文
化
活
動
の
強
化
と
協
同
組
合
運
動

を
担
う
人
づ
く
り

３
．�

元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献

４
．�

組
織
基
盤
の
強
化
と
健
全
経
営
の
実
現

５
．�

職
員
の
意
識
改
革
と
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成

地

区

事

業

本

部

金
融
共
済
事
業
本
部

管

理

本

部
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特集／平成26年度基本方針（案）・事業方針（案）の設定について

＊モナ・カサンドラ今 月 の あ な た の 運 勢 月3
【全体運】 落ち着いた気持ちで過ごせる月。やるべき作業を済ませたら、自分の時間を楽しんで。気分転換には

足湯が最適
【健康運】たっぷり寝ることで体力＆気力回復へ【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

牡羊座［3.21 〜 4.19］

一
般
概
況

わ
が
国
の
経
済
は
、
政
府
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
へ
の
期
待
感
か
ら
株
価
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が

上
昇
し
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
後
も
景
気
回
復
基
調
を
維
持
で
き
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
と
農

畜
産
物
の
輸
入
拡
大
に
対
す
る
懸
念
に
加
え
、
５
年
後

の
生
産
調
整
の
廃
止
な
ど
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、
特

に
、
平
成
26
年
度
は
米
の
生
産
数
量
目
標
の
大
幅
な
減

少
や
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
半
減
に
よ
る
混
乱
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

農
業
・
食
料
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
国
内
食
料
自
給

率
の
低
迷
、
農
業
生
産
額
の
伸
び
悩
み
、
農
業
者
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
農
業

生
産
力
は
深
刻
な
事
態
に
陥
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
は
第
五

次
中
期
経
営
計
画
「
次
代
へ
向
け
た
協
同
の
実
践
～
農

業
と
地
域
の
力
と
な
る
た
め
に
～
」
を
基
本
方
針
に
掲

げ
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
通
じ
て
、
地
域

農
業
を
発
展
さ
せ
ら
れ
る
農
協
、
食
と
農
を
基
軸
と
し

て
地
域
に
貢
献
で
き
る
農
協
、
そ
し
て
、
総
合
力
を
発

揮
し
て
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
農
協
を
目
指
し
て
、
各
事
業
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、「
次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同
で
「
食
」
と

「
農
」
を
永
遠
に
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
第
五
次
中
期

経
営
計
画
及
び
仙
南
地
域
農
業
振
興
計
画
︵
第
五
次
営

農
Ｖ
プ
ラ
ン
︶
の
初
年
度
の
４
づ
く
り
運
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

︻
農
業
づ
く
り
︼

①
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
地
域
農
業

戦
略
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
販
売
戦
略
の
再
構
築
に
よ
る
販
売
力
の
強
化
を
図

り
、
農
業
所
得
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

③
新
た
な
農
政
へ
の
対
応
に
向
け
た
行
政
機
関
等
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
新
規
就
農
者
を
は
じ
め
、
農
業
担
い
手
に
対
す
る

支
援
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
み
や
ぎ
生
協
を
中
心
と
し
た
産
消
提
携
活
動
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
組
織
づ
く
り
︼

①
組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
組
合
員
組
織
の

活
性
化
と
組
合
員
加
入
促
進
運
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

②
地
区
事
業
本
部
を
中
心
に
教
育
文
化
活
動
の
強
化

を
図
り
、
組
合
員
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
地
域
づ
く
り
︼

①
農
村
集
落
機
能
の
低
下
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

弱
体
化
す
る
中
で
、
身
近
な
Ｊ
Ａ
と
し
て
地
域
を

守
る
機
能
を
発
揮
し
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
Ｊ
Ａ
づ
く
り
︼

①
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
自
己
資
本
の
充

実
に
努
め
る
ほ
か
、
部
門
別
損
益
管
理
の
徹
底
等

に
よ
り
経
営
の
合
理
化
・
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

②
Ｊ
Ａ
、
㈱
加
工
連
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
仙
南
サ
ー
ビ

ス
が
一
体
と
な
り
健
全
経
営
を
確
立
し
ま
す
。

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
充
実
と
リ
ス
ク
管
理

を
含
め
た
内
部
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
と
５
年
後
の
生
産
調
整
の
あ
り

方
な
ど
、
今
後
の
農
政
が
混
沌
と
す
る
中
で
、
当
Ｊ
Ａ

と
し
て
は
第
五
次
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
仙
南
地
域

農
業
振
興
計
画
︵
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
︶
を
基
軸
に

地
区
事
業
本
部
体
制
に
お
け
る
営
農
指
導
機
能
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
通
じ
た
農
業
担
い

手
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
競
争
力
の
あ
る
仙
南
ら
し
い

多
様
な
農
業
者
、
経
営
体
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
と
連
携
し
た
多
種
多
様
な
販
売
戦
略
を

創
出
し
、
農
業
所
得
の
増
大
を
目
指
し
ま
す
。

米
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
以
降
の
新
農
政
へ
の
対
応

に
伴
い
、
生
産
現
場
で
の
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
農
協
系
統
の
総
力
を
挙
げ
て
実
需
者
と
の
信
頼
、
連

携
を
図
り
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
特
徴
あ
る
米
づ
く
り
と
し
て
環
境
保
全

米
の
作
付
け
誘
導
、
生
協
組
織
と
の
連
携
等
の
取
り

組
み
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、
加
え
て
生
産
物

の
安
心
・
安
全
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。農

政
運
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
農
業
・
日
本
型
食
文

化
を
堅
守
す
る
た
め
に
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
を
貫

き
ま
す
。

営
農
経
済
部

１
．�

新
た
な
農
政
と
需
要
に
即
し
た
水
田
フ
ル
活
用

の
取
り
組
み
強
化

２
．�

漬
物
セ
ン
タ
ー
事
業
の
取
組
方
向
の
検
討

３
．�

営
農
相
談
体
制
の
強
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
向

上

４
．�

放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対
策
、
及
び
東
電
へ
の

損
害
賠
償
請
求
の
継
続
実
施

５
．�

米
穀
の
品
質
・
産
地
評
価
向
上
に
向
け
た
推
進

６
．�

米
穀
フ
レ
コ
ン
集
出
荷
体
制
の
構
築
と
農
業
倉

庫
の
建
設

７
．�

遊
休
施
設
等
活
用
に
よ
る
園
芸
重
点
品
目
の
作

付
推
進

８
．�

み
や
ぎ
生
協
と
の
産
消
提
携
活
動
強
化
に
よ
る

「
め
ぐ
み
野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
推
進

９
．�

第
₁₁
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
た
生
産

基
盤
拡
大
と
地
域
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

₁₀
．�

予
約
購
買
拡
充
と
流
通
改
革
推
進
に
よ
る
更
な

る
メ
リ
ッ
ト
還
元
の
実
施

₁₁
．�

生
産
資
材
の
供
給
拡
大
に
向
け
た
西
部
地
域
へ

の
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
検
討

₁₂
．�

生
活
購
買
事
業
を
通
し
た
健
康
と
心
豊
か
な
生

活
支
援

₁₃
．�

農
機
担
当
者
の
整
備
技
術
強
化
に
よ
る
利
用
者

満
足
度
の
向
上

基本方針（案）・事業方針（案）の
設定について

基
本
方
針︵
案
︶

♦
基
本
目
標
♦

○
農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
た
地
域
農
業
戦
略

の
実
践 

︵
農
業
づ
く
り
︶

○
教
育
文
化
活
動
の
強
化
と
新
た
な
絆
づ
く
り

 

︵
組
織
づ
く
り
︶

○
食
と
農
を
軸
と
し
た
豊
か
な
地
域
社
会
の
創

造 

︵
地
域
づ
く
り
︶

○
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー
プ
の
健
全
経
営
の

確
立 

︵
Ｊ
Ａ
づ
く
り
︶

営
農
経
済
事
業
本
部

事
業
方
針︵
案
︶

特 集

平成26年度

次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同
で
﹁
食
﹂
と
﹁
農
﹂
を

永
遠
に

♦
重
点
目
標
♦

１
．�

第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践
と
柔
軟
な

る
遂
行

２
．�

放
射
能
問
題
か
ら
の
完
全
な
る
脱
却

３
．�

み
や
ぎ
生
協
を
は
じ
め
と
す
る
生
協
組
織

と
の
連
携
強
化

４
．�

農
協
系
統
結
集
に
よ
る
農
政
対
策

︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
・
減
反
廃
止
問
題
等
︶

５
．�

Ｊ
Ａ
ら
し
い
事
業
展
開
と
職
員
の
行
動
改

革

04



虹色ほっとライン

【全体運】 保留になっていた事柄が動き始めるなど、好転の兆し。自分が思う通りに決断するのが成功の秘
ひ

訣
けつ

【健康運】少しでも疲れたら休んで。無理は禁物【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ蟹 座［6.22 〜 7.22］

ＪＡみやぎ仙南角田市ふるさと安心米生産組合協議
会は1月24日、ふれあいセンターで、第25回総会を
開催しました。

当日は、同協議会員70名が出席し、平成25年度事
業報告・収支決算報告を含む３議案について審議し、
いずれも原案通り可決されました。

平成25年度は、みやぎ生協メンバーとの交流「顔
とくらしの見える産直（めぐみ野）」を基本方針に掲
げ、安心で美味しいお米を届けようと一丸となって生
産に取り組みました。梅雨明け以降の好天や気温の日
較差が大きかったこともあり、１等米比率が90％を
超え、2年連続で品質を高めました。

同協議会では、今後もこれまでの取り組みに満足す
ることなく、安全・安心を合言葉に邁進していきます。

顔とくらしの見える産直を

第25回角田市ふるさと安心米生産組合協議会総会

ＪＡみやぎ仙南女性部角田地区は１月27日、農閑
期の余暇を芸術に勤しもうと、第４回女性大学講座

「さくら」として、陶芸家の堀田孝一氏を講師に招き、
陶芸教室を開催しました。

参加者らは、お茶碗やコーヒーカップなど世界に一
つだけの作品作りに一生懸命取り組み、「毎日のコー
ヒーをお手製カップで飲みたい。」と笑顔で話し、終
始和やかな雰囲気で行われました。

出来上がった作品は、この後窯に入れられて約１ヶ
月後に焼き上がります。火の入り方で色が変化するの
で、参加者らは手元に届く作品を心待ちにしている様
子でした。

世界に一つだけの作品作り

第4回女性大学講座「さくら」

仙南シンケンファクトリーは１月28日、地産地消
推進活動の一環として、これまで地場産古代米や二条
大麦を使用した地ビール醸造に取り組んでおり、今年
度新たな試みとして地場産「つや姫」を使った地ビー
ル『つや姫ラガー』の醸造を開始しました。

原料である「つや姫」は、生産基準に基づき栽培し、
栽培マニュアルを遵守したお米で、当ＪＡで取り組ん
でいる『こだわり米』（環境保全米）の栽培要件を満
たしたものを使用。自慢の地ビールに甘味のあるつや
姫が合わさり、魅力ある一品として期待されます。

価格は、レストランにてグラス（400ml）600円
（税込）。直売所にて瓶（330ml）620円（税込）にて、
４月下旬より販売開始を予定していますので、皆様の
ご来店をお待ちしております。

地場産「つや姫」を使用した地ビール醸造を開始

新ビール「つや姫ラガー」
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虹色ほっとライン

【全体運】 思うようにならないことが多くイライラしがち。いつも笑顔を心掛けて。古典文学や芸術を堪能する
と刺激大

【健康運】体調トラブルの心配ゼロ。元気に行動を【幸運を呼ぶ食べ物】ウド
双子座［5.21 〜 6.21］

当ＪＡは、白石地区事業本部、白石農機センター、
白石南農機センター、白石介護支援センター（子会社）
を白石市福岡の旧白石市地方卸売市場跡地に移転集約
し、１月21日に移転に伴う開所式を開催しました。

当日は、ＪＡ関係者や来賓など63名が出席し、ア
トラクションとして社会福祉法人白石陽光園の方々か
ら小倉太鼓が披露されました。

佐藤組合長は挨拶で、「今回の事務所集約で更なる
利便性向上に努め、組合員にとって身近なＪＡとなれ
るよう頑張っていきたい。」と意気込みを見せていま
した。

また、白石南農機センターは白石農機センターに統
合。あぐりハウス白石も同場所に移転し、国道４号線
沿いで更なる利用率向上が期待されます。

事務所集約で更なる利便性向上へ

白石地区事業本部新事務所開所式

ＪＡみやぎ仙南きゅうり部会は１月22日、総合会
館ララ・さくらで、生産者の意識向上と研修を通じて
更なる品質向上に努めようと今年度より初の試みとな
る「第１回ＪＡみやぎ仙南夏秋きゅうり生産者大会」
を開催しました。

当日は、同部会員30名が出席し、平成25年度販売
経過や平成26年度の生産販売対策、出荷規格など５
項目について協議が行われました。

また、「きゅうりのホモプシス対策について」と題
し、大河原農業改良普及センター技術主査の尾上智子
氏を講師に招き、ホモプシス根腐病の現状や対応策に
ついて講習が行われ、参加者らは今後の参考にしよう
と熱心に聞き入っていました。

生産者の意識向上と更なる品質向上に向けて

第１回ＪＡみやぎ仙南夏秋きゅうり生産者大会

柴田鉢花研究会は１月24日から26日にかけて、道
の駅村田（物産交流センター）で、鉢花の産地化を図
り、地域に広くクリスマスローズをＰＲしようと展示
即売会を開催しました。

会場には、黒・紫・白等のクリスマスローズ（約
800点以上）が並び、多くの来場者で賑わいました。
来場者の中には、クリスマスローズを品定めし、生産
者に鉢花の手入れや管理方法について質問するなど、
交流を深めている方もいました。

同会では、ポットカーネーションやポットマムなど
の鉢花栽培に積極的に取り組んでおり、気軽に花とふ
れあいを持ってもらおうと平成17年から冬の鉢花と
してクリスマスローズの生産を行っています。

キレイな鉢花が会場に彩りを添える

第６回クリスマスローズ展示即売会

移転先：宮城県白石市福岡長袋字八斗蒔１番地
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仲良しご夫婦

ペット自慢

お ら い の お す す め

ふれあい広場／おらいのおすすめ

【全体運】 良いときと悪いときの差が大きい時期。失敗を引きずらず、開き直って。センスアップには、ギャラ
リー巡りが正解

【健康運】すぐストレスを感じがち。運動で解消を【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ
乙女座［8.23 〜 9.22］

【作り方】
①  ボールに卵黄を入れてよくホイップする。同様に砂糖、サラダ油、牛乳、米粉をそれぞ

れよく混ぜながら加える。
②  ボールに卵白を入れて泡立て、砂糖を加えてホイップし、メレンゲを作る。
③  ①に３回に分けてメレンゲの1/3量ずつを加え、泡を消さないように混ぜる。
④  ③をケーキ型に流し入れ、160℃〜170℃に温めたオーブンで30〜40分程度焼く。
⑤  逆さにして冷まし、５分程経ったら型の間にナイフを入れ、取り出しやすくしておく。
⑥  冷めたら型から出して盛りつけ、泡立てた生クリームとフルーツをそえれば出来上がり。

卵黄……………………………３個分
砂糖…………………………… 30ｇ
サラダ油………………………40cc
牛乳……………………………50cc
米粉…………………………… 80ｇ
バニラエッセンス………………少々
卵白……………………………３個分
砂糖…………………………… 30ｇ
生クリーム…………… 1/2カップ
砂糖…………………………大さじ１
果物（いちご）�…………………適量

【材料】

今月のレシピ

米粉のシフォンケーキ

白石市福岡

半
は ん ざ わ

沢 誠
せ い

子
こ

 さん

ワンポイント
アドバイス !

米粉を使っているので、小麦ア
レルギーの方にも安心して食べ
ていただけます。簡単に作れる
のでオススメです！

蔵王町円田

佐
さ

藤
と う

 つぎ さん

ハックルベリー…………… 300ｇ
砂糖………………………… 300ｇ
酢……………………………大さじ２

「ハックルベリージャム」【材料】

今月のレシピ

ハックルベリージャム
デコポンの皮ジャム

【作り方】
①  ハックルベリーが浸るくらい水を入れ

て30分程煮る。
②  ①に砂糖を入れ、しゃもじの裏側で実

をつぶしながらアクを取り、とろみが
出るまで続け、最後に酢を入れれば出
来上がり。

※ジャムを氷水で割ってジュースとして
も楽しめます。

ワンポイントアドバイス !
ハックルベリーはブルーベリーの
約10倍のアントシアニンが含まれ
ており、目にも優しく好評です！

デコポンの皮……………… 600ｇ
（大きめのデコポン約６個分）

砂糖………………………………１㎏
塩…………………………………少々

「デコポンの皮ジャム」【材料】【作り方】
①  デコポンの皮を細く刻んで水洗いし、鍋に移し

て具材が浸るくらいに水を入れて砂糖を600ｇ
程加える。

②  ①を中火で１時間程度煮詰め、半日ほど冷まし、
砂糖400ｇ、塩少々を入れ、30分程煮詰めると
出来上がり。

ワンポイント
アドバイス ! 冬場は、お湯に入れて飲むと体が温まりますのでオススメです！

⎧
⎨
⎩

⎧
⎨
⎩⎧
⎨
⎩

09

仲良しご夫婦

ペット自慢

お ら い の お す す め

ふれあい広場／Smile・仲良しご夫婦・ペット自慢

【全体運】 何事もマイナス方向に考えやすい時期。良い面を探すことで運を引き寄せられます。ヒーリング音楽
も幸運

【健康運】軽く体を動かせば、体調に好影響あり【幸運を呼ぶ食べ物】ニシン
獅子座［7.23 〜 8.22］

小笠原さん宅の芭純ちゃんと駈くんはいつも元気いっぱいな
仲良し姉弟です。

芭純ちゃんは、ピアノや絵を書くのが好きで、新しくバレー
ボールも習い始めるなどスポーツも得意です。現在は、地元の
チームに所属し、日々練習に励んでいるそうで、将来はバレー
ボールの選手になるのが夢です。

駈くんは、仮面ライダーなどのヒーローが好き。地元の体操
クラブに通っており、なわとびや跳び箱など楽しみながら運動
に取り組んでいます。

また、小笠原さん宅では畜産業を営まれており、積極的にお
手伝いをしてくれるそうで、二人ともとても頼りになります。

好きな食べ物は、お肉やカレー、お寿司と話す芭純ちゃんと
駈くん。そんな二人にご両親は、「二人とも健康に育ってほしい
ですね。」と話して下さいました。
お父さん：良一さん　お母さん：奈留美さん

大河原町小山田 小
お が さ わ ら

笠原 芭
は

純
す み

ちゃん（８歳）：㊨

駈
かける

   くん   （６歳）：㊧

「共通の趣味を通じてお互いに信頼を深め、日々
楽しく過ごしていますよ。」と話す目黒さんご夫婦。
これまでお互いに支え合い、今年で結婚37年目を
迎えられました。

２年程前から共通の趣味である登山に出かけ、夏
や秋など季節の山々を巡り、素敵な景色を楽しみつ
つ、無理のない範囲で登山に取り組んでいます。

また、プロ野球観戦が好きで楽天の大ファンな
お二人ですが、何よりもお孫さんの成長を楽しみ
にしています。

そんなお二人に夫婦円満の秘訣について伺うと
「お互いに理解し合うことが一番大切ですね。」「こ
れからも健康第一で、登山を続けていきたいと思
います。」と笑顔で話して下さいました。

丸森町筆甫 目
め

黒
ぐ ろ

 忠
ちゅう

七
し ち

さん（61歳）

　　　　　 　　 米
よ ね

子
こ

さん（61歳）

相原さん宅のナナちゃん（ヨウム）は、普段は
大人しくしていますが実はおしゃべりが得意！ と
ても賢くて家族みんなの人気者です。

特に、話し声や物音などをそっくり真似るそう
で、ナナちゃんに驚かされることもしばしば。ま
た、一緒に飼っているワンちゃんともとても仲良
しです。

ひまわりのタネやアワなどを好んで食べるそう
で、甘えん坊な一面を見せてくれる愛らしいナナ
ちゃんでした。

角田市佐倉

相
あ い は ら

原 徳
の り

郎
お

さん宅の

ナナちゃん♀
（12歳）
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営農情報

お問合せ先：米穀課　TEL：0224-55-1590

米穀
営農情報営農情報

営農情報／平成25年産 米麦共同計算経費目標情報開示

【全体運】 華やかなイベントや行事に縁があります。遊びに誘われたらフランクに応じて。幹事役もバッチリこ
なせそう

【健康運】飲酒の機会が多い月。飲み過ぎにご用心【幸運を呼ぶ食べ物】ひじき
蠍 座［10.24 〜 11.22］

平成25年産 米麦共同計算
経費目標情報開示
担当者��安斎�幸一
お問合せ先：米穀課　TEL：0224-55-1590

平成25年度産出荷契約米・民間流通麦共同計算の経費について、下表のとおり目標額を設定しましたのでお知
らせいたします。
なお、需給環境の急激な変化等により経費目標額を超えた場合は、その理由をご説明いたします。ＪＡグルー

プは、県産米の消費拡大と評価向上、共同計算コストの削減に、より一層取組んでまいりますのでご協力をお願
いします。

平成25年産出荷契約米共同計算にかかる経費目標額について
（単位：円／60㎏　税込）

区分 内容
経費目標額

適　　　　　　　用主食
うるち米 酒造用米 もち米

支出 流通・保管等に係る経費 1,150 680 1,676
概算金金利 84 91 117 概算金資金借入れから償還までの金利
保管料・入出庫料 513 473 953 倉庫保管料および入出庫にかかる経費
運賃 437 44 458 運送経費
残留農薬検査・ＤＮＡ鑑定等検査
費用 19 17 31 残留農薬検査、ＤＮＡ鑑定、カドミウム含有検査、放射性物質等

検査費用
集約保管等経費 97 55 117 集約保管にかかる運送経費

生産・集荷・販売等に係る経費 308 262 262
生産・作付け誘導対策費 146 100 100 生産集荷・作付け誘導にかかる経費
広告宣伝経費 150 150 150 広告宣伝、販促キャンペーン等にかかる経費
生産指導・集荷向上資材作成
経費 11 11 11 宮城米の安定生産・品質向上に関する研修会、資料・資材

等作成経費
宮城米求評会開催・イベント
等 1 1 1 宮城米販売推進のため開催する宮城米求評会・イベント開

催経費
県産米推進協議会等経費 3 3 3 宮城米マーケティング推進機構負担金
需給調整経費 500 500 1,000 需給環境の大幅な悪化等の不測の事態に備えた経費
監査委員会等経費 1 1 1 共計調査、監査に要する経費
その他経費 19 8 0

共助積立金 11 0 0 「宮城米取扱米穀に係る共助助成要領」に基づく積立金
産白とう精賃 8 8 0 産地精米にかかる経費
その他 0 0 0

合計 1,981 1,453 2,942

※取扱手数料は、ＪＡ手数料販売代金の3.0％、全農手数料（うるち米：202円／60㎏、酒造用米：137円／60㎏、もち米：137円／60㎏）となります。 

平成25産民間流通麦共同計算にかかる経費目標額について
（単位：円　税込）

区分 内容
経費目標額

適　　　　　　　用
小麦（60㎏） 大麦（50㎏）

支出 流通・保管等に係る経費 573 437 
概算金金利 11 11 概算金資金借入れから償還までの金利
保管料 486 368 民間流通麦倉庫保管料
出庫料等 54 45 出庫にかかる経費
運賃 0 6 包装容器回収にかかる運送経費
残留農薬等検査費用 22 7 残留農薬検査等にかかる検査費用

その他経費 189 124 
流通円滑化対策拠出金 105 88 規格外麦への円滑化特別対策交付金の原資として支出
条件付契約麦負担金 78 31 県間流通麦の生産者負担金
品質向上対策費 6 5 品質評価の分析等に係る費用

監査委員会費用 1 1 共計調査、監査に要する経費
合計 763 562 

※取扱手数料は、ＪＡ手数料（小麦：246円／60㎏、大麦：246円／50㎏）、全農手数料（小麦：82円／60㎏、大麦：68円／50㎏）となります。  

端数合計のため１円減となります。
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営農情報営農情報

お問合せ先：米穀課　TEL：0224-55-1590

米穀
営農情報

営農情報／米穀・
原発事故に伴う損害賠償請求および賠償について

【全体運】 神経質になりやすく、小言が増えるかも。見守る気持ちを大切に。リラックスするには好きな本を読
むと効果的

【健康運】体調管理が必須。栄養バランスを整えて【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ
天秤座［9.23 〜 10.23］

担当者��加藤�博之

【水稲育苗の注意点】…ばか苗病の対策と播種時期の目安

●健全な種籾の使用「塩水選の実施」により割れ籾や浮いた種籾を取り除く!!

ばか苗病対策①種子の処理前
・種子を保管する場所をきれいに清掃し、水漬け用具等もきれいに管理しましょう。

①浸　　種
ササニシキ・みやこがねもち等は、積算温度100℃を目安とし、ひとめぼれ・まなむすめ・
コシヒカリ・つや姫等の充分な吸水が必要な品種は、120℃の積算温度を確保して下さい。
積算温度120℃は、水温10℃の水に12日間で確保されますが、低水温で長い時間浸漬した
方が芽の揃いが良くなります。最初の３日間は水を交換せずにその後２日に１回程度水を交換
しましょう。

ばか苗病対策②浸種温度の管理 

②種子消毒
ばか苗病・もみ枯細菌病・いもち病・苗立枯病等の防除については、微生物農薬の「タフブロッ
ク200倍液で24時間浸漬処理」を行って下さい。その際の浸種温度は10℃以上を目安とし
て下さい。

ばか苗病対策③浸種後の管理
・温湯浸漬後の保管日数が長いとばか苗病が発生しやすいとされております。高水分での長
　期保管はできる限り行わないようにしましょう。

ばか苗病菌は、前年の残
ざん

渣
さ

（稲わら・籾殻・細かな塵など）で越冬し、胞子が飛散すると保管
中の種籾に付着し感染します。作業場の清掃と適切な籾の保管、浸種・催芽時の温度管理に充分
注意しましょう。又、生物農薬による種子消毒は必ず実施して下さい。（温湯消毒時の推奨条件
は63℃の水で５分間浸漬です。）
稲種子生産圃場とその周辺圃場では化学合成農薬による種子消毒を実施しております。
徹底した圃場の見回りを徹底し、ばか苗病が発生した場合は種子として流通しない仕組みと

なってます。

※温湯浸漬＋生物農薬による体系にて種子消毒を実施した場合、さらに効果が期待されます。

【育苗日数25日間（稚苗）の場合の播種時期】

塩 水 選 3/24 3/29 3/31 4/  3 4/  5 4/  7 4/10 4/12
水 づ け 開 始 3/25 3/30 4/  1 4/  4 4/  6 4/  8 4/11 4/13
播 種 日 4/  9 4/14 4/16 4/19 4/21 4/23 4/26 4/28
移 植 時 期 5/  4 5/  9 5/11 5/14 5/16 5/18 5/21 5/23

　※気温の上昇に伴い水温が高くなる場合は、水づけ時間を短くしましょう。
　※晩生品種の移植は5月中旬頃までに行いましょう。（収量・品質の低下を防ぐ）

・浸種温度が「高いほど」また、催芽時の
温度が低いほど発病が多くなる傾向。

※浸種温度は15℃以上にならないように
※催芽時温度は30℃前後で実施
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お知らせ

お知らせ

【全体運】 フットワークが軽くなり、いろいろな分野に興味を感じそう。習い事を通じて、新たな世界が開ける
可能性も

【健康運】小さなけがに気を付けて。行動は慎重に【幸運を呼ぶ食べ物】ワケギ
山羊座［12.22 〜 1.19］

「組合員」・「利用者」・「新社会人」の皆さんをJAバンクが応援し
ます !!

  
「組合員」・「利用者」・「新社会人」の皆さんをJAバンクが応援し

ます !!
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お知らせ

お知らせお知らせ

【全体運】 珍しく感情的になりやすい期間です。反論する場合は、ひと呼吸置いてからに。リフレッシュには料
理が有効

【健康運】ストレッチなどで柔軟な体を目指して【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ
射手座［11.23 〜 12.21］

第７回みやぎ仙南農業協同組合役員選任について
本組合定款第36条の規定による現役員は、本年の通常総代会で任期満了となります。新

役員を本年の通常総代会（平成26年６月27日開催予定）で選任（改選）することになりま
すが、選任の手続きを地区毎に進めていくことになりますので主な日程等についてお知ら
せします。

役員候補者の定数

地区又は区分 理事候補者 監事候補者
柴　　田 4

1村　　田 2
川　　崎 2
蔵　　王 3

1
白　　石 4
角　　田 6

1
丸　　森 3

実務に精通した者 3 1
合　　計 27 4

推薦会議を構成する地区毎の推薦人の数

地　区 人　数
柴　田 ４
村　田 ２
川　崎 ２

柴田・村田・川崎 １
蔵　王 ３
白　石 ４

蔵王・白石 １
角　田 ６
丸　森 ３

角田・丸森 １
計 27

役員選出方法・手続き

会議体 参集範囲 主な会議処理・実施事項 実施年月日（予定）

本店 組織代表者会議
農家組合運営協議会委
員・青年部代表・女性
部代表・生産組織代表

役員選任実施事項（推薦期日、
日程等）及び地区代表者会議、
地区推薦委員会の持ち方を確認
する。

2月12日㈬

地区事業
本部

地区懇談会 組合員全員 役員選任手続きについて 3月3日㈪～
3月6日㈭

○○地区組織代表者
会議

農家組合委員・青年部
代表・女性部代表・生
産組織代表

地区推薦委員の人数及び按分方
法を決定する。

3月3日㈪～
3月14日㈮

○○地区推薦委員会

地区推薦委員
地区役員候補予定者
の推薦は所定の用紙
で委員会の定める日
までに届け出る

・当該地区定数の地区役員候補
者を決定する。
・本店役員推薦会議に出席する
推薦委員を選出する。

3月17日㈪～
4月18日㈮

本店

推薦会議 推薦委員　27名
総代会の選任議案の原案となる
役員候補者を決定し組合長に推
薦する。

5月13日㈫

理事会 理事・監事 総代会の提出議案としての承認
を得る。 5月23日㈮

総代会 総代 役員を選任決定する。 6月27日㈮

地区役員候補予定者
の推薦は所定の用紙
で委員会の定める日
までに届け出る
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クロスワードパズル クロスワードパズル クロスワードパズル クロスワードパズル

まちがいさがし まちがいさがし まちがいさがし まちがいさがし

お楽しみ★クイズ お楽しみ★クイズ

出題：イラスト●酒井栄子

出題●ニコリ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

官製はがきに「まちがいさがし」、または「クロスワードパズル」の答え、住所、
氏名、年齢、電話番号、ＪＡへのご意見、ご要望、身近な話題等をご記
入の上ご応募下さい。
※皆様よりご記入いただいた個人情報は、「おたより交流ひろば」でのご
紹介、当選者への商品発送のみ使用させていただきます。

〒989-1622 宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
JAみやぎ仙南　総務部　広報係行まで

応募
方法

宛先

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

まちがいさがしまちがいさがしまちがいさがしまちがいさがし

お楽しみ★クイズお楽しみ★クイズ

出題：イラスト●酒井栄子

出題●ニコリ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

官製はがきに「まちがいさがし」、または「クロスワードパズル」の答え、住所、
氏名、年齢、電話番号、ＪＡへのご意見、ご要望、身近な話題等をご記
入の上ご応募下さい。
※皆様よりご記入いただいた個人情報は、「おたより交流ひろば」でのご
紹介、当選者への商品発送のみ使用させていただきます。

〒989-1622 宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
JAみやぎ仙南　総務部　広報係行まで

おたより募集中！おたより募集中！
絵葉書・イラストや風景写真、身近な話題などを
募集していますので、どんどんご応募下さい。
【宛先】〒989-1622
宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
ＪＡみやぎ仙南　総務課　広報係まで
【Eメール】
info@ja-miyagisennan.jp

応募
方法

宛先

読者のページ読者のページ

【全体運】 自分に自信が持てる気配。やりたいことを始めたり、自己主張したりするのがラッキー。ぜひ過去の
リベンジを

【健康運】運動不足気味。体重増を招かないように【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ
魚 座［2.19 〜 3.20］

お楽しみクイズ／まちがいさがし・クロスワードパズル

「まちがいさがし」・「クロスワードパズル」のどちらか１問
お好きな方を選んで答えをお送り下さい。

正解者の中から抽選で10名様に「ごはんぢゃワングッズ」をプレゼント！

BのイラストにはAのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

A B

※ 写真と実際の商品が多少異なる場合が
ございますので予めご了承下さい。

締切
3月24日㈪
（消印有効）
広報誌５月号にて
発表します。

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

A B C D E

①神棚に供える緑色の葉
③前の反対側
⑤梅干しを見ると飲む人も
⑥親鳥が温めるもの
⑦端っこではありません
⑨「駅から──３分だよ」「近いね」
⑪旧暦３月の異称
⑬３月３日は──の節句
⑮英語で東はイースト、西は──
⑰大正の一つ前
⑲日本では多くの人の利き手はこちら
⑳H2OやCO2のＯ
㉑洋装の花嫁がお色直しで替えるもの 

①大学芋や芋けんぴの材料
② リュックサックもポシェットもこれの

仲間
③平成26年のえとは
④職場に行ってこなすもの
⑥武士は食わねど──
⑧工具や農機具をしまっておく建物
⑩漢字では時鳥、不如帰などと書く鳥
⑫一生で一番高い買い物だといわれます
⑭──豆腐と絹ごし豆腐
⑯春の小川のほとりに咲きそうな花
⑱海岸で──釣りを楽しむ

１月号の答え １月号の当選者おめでとうございます
応募総数88通

「ごはんぢゃワングッズ」
★安藤　弘恵さん（柴田町）
★山家みつ子さん（大河原町）
★小川スイ子さん（村田町）
★近江ハル子さん（川崎町）
★山崎　龍桜さん（蔵王町）
★八巻　定子さん（白石市）
★武田　千潤さん（白石市）
★佐藤　義友さん（角田市）
★清野　　勝さん（角田市）
★武藤　勝子さん（丸森町）「フクジユソウ」 「1、2、8、9、11」
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クロスワードパズル クロスワードパズル クロスワードパズル クロスワードパズル

まちがいさがし まちがいさがし まちがいさがし まちがいさがし

お楽しみ★クイズ お楽しみ★クイズ

出題：イラスト●酒井栄子

出題●ニコリ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

官製はがきに「まちがいさがし」、または「クロスワードパズル」の答え、住所、
氏名、年齢、電話番号、ＪＡへのご意見、ご要望、身近な話題等をご記
入の上ご応募下さい。
※皆様よりご記入いただいた個人情報は、「おたより交流ひろば」でのご
紹介、当選者への商品発送のみ使用させていただきます。

〒989-1622 宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
JAみやぎ仙南　総務部　広報係行まで

応募
方法

宛先

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル

まちがいさがしまちがいさがしまちがいさがしまちがいさがし

お楽しみ★クイズお楽しみ★クイズ

出題：イラスト●酒井栄子

出題●ニコリ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

官製はがきに「まちがいさがし」、または「クロスワードパズル」の答え、住所、
氏名、年齢、電話番号、ＪＡへのご意見、ご要望、身近な話題等をご記
入の上ご応募下さい。
※皆様よりご記入いただいた個人情報は、「おたより交流ひろば」でのご
紹介、当選者への商品発送のみ使用させていただきます。

〒989-1622 宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
JAみやぎ仙南　総務部　広報係行まで

おたより募集中！おたより募集中！
絵葉書・イラストや風景写真、身近な話題などを
募集していますので、どんどんご応募下さい。
【宛先】〒989-1622
宮城県柴田郡柴田町西船迫一丁目10番地の3
ＪＡみやぎ仙南　総務課　広報係まで
【Eメール】
info@ja-miyagisennan.jp

応募
方法

宛先

読者のページ読者のページ

【全体運】 強気で攻めるのには向かないものの、何かにじっくり取り組むと好変化が。特に趣味や得意なことに
打ち込んで

【健康運】体力アップが可能。ダンスやスポーツを【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ
水瓶座［1.20 〜 2.18］

お知らせお知らせ

※誌面の都合により、今月号の「おたより交流ひろば」「家の光紹介コーナー」はお休みさせていただきます。
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こんにちはJAみやぎ仙南
業務部 共済課 総合サービスセンター です。

車両事故対応など主な業務  

車両事故に迅速に対応
できるよう職員一同努
めております。

髙橋�敏男�センター所長
髙橋 敏男

（センター所長）
小笠原 裕二 河村 安浩 小関 真志

大槻 かおり齋藤 友和谷口 憲太武田 裕司 菊地 俊彦

川崎地区青年部では、地域農業を次世代へつなぐため、食農教育活動に力を入れており、地区内の小中学
校の子ども達と一緒にバケツ稲や野菜栽培に取り組み、食の大切さを伝えています。
特に、川崎町立富岡中学校との活動では、生徒達と一緒に定植作業から生育管理、収穫、農林業祭での即
売会まで一貫した農業体験を実践しています。
また、農業の大切さを広くＰＲする「青年部手づくり看板」では、今年度より新たな
試みとして地元の小中学校へデザインを依頼し、最優秀賞に輝いたデザインで作品作り
を行いました。（写真㊨）
盟友38名が一致団結し、毎晩遅くまで作品作りに取り組んだ甲斐もあり、県主催のコ
ンクールでは３年連続で最優秀賞を受賞することができました。（写真㊧）
今後とも、我が青年部では、子ども達へ「食の安全・安心」「収穫の喜び」を伝えてい
くため、盟友一丸となって頑張っていきたいと思います。

地区部長

藤枝　磨さん

JAと共に青年部・女性部紹介コーナー
川崎地区青年部手づくり看板

青年部
川崎地区

【部員数】38名
（平成25年３月31日現在） ▲宮城県手づくり最優秀賞作品 ▲小中学校コンテスト最優秀賞作品

私たち
は


